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平成 30 年度第１回宮古市総合教育会議 会議録 

 

１ 日  時  平成 30年 11月 28日(水) 午後６時から 

 

２ 場  所  イーストピアみやこ 市民交流センター 会議室３ 

 

３ 協議事項 

  （1）地元を知る教育について 

  （2）保健福祉部と教育委員会との連携（幼・保・小の連携）について 

 

４ 出席者（７名） 

 ・構成員 

  宮古市長         山本 正德 

宮古市教育委員会教育長  伊藤 晃二 

  宮古市教育委員会委員   荒谷 榮子 

  宮古市教育委員会委員   橋本 美紀 

  宮古市教育委員会委員   平井 亮吉 

  宮古市教育委員会委員   杉本 裕樹 

 

 ・副市長 

  宮古市副市長       佐藤 廣昭 

 

５ 事務局からの出席者 

  総務部長         伊藤 孝雄 

企画部長         松下  寛 

保健福祉部長       中嶋 良彦 

こども課長        伊藤  貢 

こども発達支援センター所長 岡崎  薫 

教育部長         大森  裕 

教育委員会総務課長    伊藤 重行 

学校教育課長       佐々木寿洋 

生涯学習課長       田中富士春 

文化課長         髙橋憲太郎 

教育委員会総務課副主幹  中嶋  剛 

学校教育課学習指導係長  熊谷  純 

 

６ 傍聴人  一般：１７名 
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平成 30 年度第 1回宮古市総合教育会議 会議録 

□ 日時：平成 30年 11 月 28 日（水）18:00～ 

□ 場所：イーストピアみやこ 市民交流センター 会議室 3 

次 第 発言者 内    容 

1  

開会 
大森教育部長 ただいまから、平成 30 年度第 1回宮古市総合教育会議を開会い

たします。 

私は教育委員会事務局教育部長の大森と申します。会議に入る

までの間、本日の進行を務めたいと思いますので、よろしくお願

いします。 

それでは、会議の開会にあたりまして、山本市長よりご挨拶を

頂戴いたします。 

2  

市長挨拶 
山本市長 みなさん、こんばんは。 

 本日はお忙しい中、宮古市総合教育会議にご出席をいただき

まして大変ありがとうございます。 

また、伊藤教育長をはじめ、教育委員の皆様方には、日頃か

ら宮古市の教育の発展のためにご尽力をいただき、心から感謝

申し上げます。 

新しく教育委員になられました杉本委員には、初めての総合

教育会議となると思います。傍聴にも多くの皆様にお集まりい

ただきましてありがとうございます。 

本日の会議でございますが、「地元を知る教育について」と

「保健福祉部と教育委員会との連携（幼・保・小の連携）につ

いて」を協議事項とさせていただきました。 

2 つの協議事項とも、総合教育会議では、初めて取り上げる

テーマでございますが、これからの宮古の教育振興を考えうる

うえで、とても重要な分野と考えております。 

本日は、この 2つの事項の現状・課題等を踏まえながら、市

の教育行政を推進していくため、委員の皆様と活発な議論を交

わしていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

3  

教育長挨拶 
大森教育部長 ありがとうございました。 

 次に、教育委員会を代表しまして、伊藤教育長からご挨拶を

頂戴いたします。 

伊藤教育長 おばんでございます。 

本日はお集まりいただきましてありがとうございます。 

本会議につきましては、市長のマニフェストの中で骨格をなし

ている教育立市に係る政策について、教育委員の皆様から市長へ

の様々なご提言をいただきながら、良い形で子どもたちが自立を

して、将来的にこの宮古を支えていけるような人材になってほし

いという願いもあります。 
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次 第 発言者 内    容 

3  

教育長挨拶 

伊藤教育長 本日の協議事項 2つとも、お互いに関係があるものでございま

す。佐藤副市長をはじめ、部長さん方もおいでですので、色々な

お話を聞いていただきたいと思います。 

また、たくさんの傍聴人の方もいらっしゃっておりますので、

限られた時間ですけれども、皆さんで有意義な時間にしていきた

いと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

4 

協議事項 

(1)「地元を知

る教育につい

て」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大森教育部長 ありがとうございました。 

それでは早速、本日の協議に入りたいと思います。 

 議事の進行につきましては、宮古市総合教育会議運営要領第 4

条の規定によりまして、山本市長に議長をお願いしたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

山本市長 はい。それでは、進行をさせていただきたいと思いますので、

皆様方のご協力をお願いいたします。 

それでは、4番目にあります協議事項に入らせていただきます。 

まず、（1）の「地元を知る教育について」を議題にしたいと思

います。 

最初に、事務局から説明をお願いしたいと思います。 

佐々木学校教

育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、（1）「地元を知る教育について」説明いたします。 

 地元を知る教育に関わる学習として、現在小学校では、社会科

の学習を中心として行っております。 

 小学校 3・4 年生では、社会科副読本「わたしたちの宮古」を

活用しながら、宮古の地理、産業行事、先人の業績やまちづくり

等について学習を進めております。具体的には、資料 3ページに、

「わたしたちの宮古」の目次を載せてございます。また、その中

から抜粋しまして、4ページに工業についての学習として、「いか

せんべいができるまで」を掲載し、5 ページには、地域の行事に

ついての学習として、「祭りやおはやしを受けつぐ人たち」につ

いて掲載しております。 

 小学校 5年生では、宮古市の水産業を題材にして学習しており

ます。 

 資料の 6ページをご覧ください。これは全国版の教科書になり

ます。この教科書に、重茂のわかめや津軽石のサケ漁といった、

宮古市の育てる水産業が取り上げられております。 

 また、6 年生では、東日本大震災を例にしながら、被災した地

域を支援する政治の仕組みを学習しております。 

 資料の 7ページをご覧ください。このページでは、釜石市が取

り上げられておりますが、学校におきましては、これを宮古市に

置き換えて学習を進めております。 

資料の 2ページに戻っていただきたいのですが、ここには、平
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次 第 発言者 内    容 

4 

協議事項 

（1）「地元を

知る教育につ

いて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐々木学校教

育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 32 年度から全面的に実施となる、小学校の社会科に関わる学

習指導要領の一部を添付しております。 

小学校 3年生におきましては宮古市を、4年生では岩手県を、5

年生では国土と産業を、6 年生では国政と歴史を学習していると

ころでございます。 

このように、小学校で地元について学習してきたことを基に、

中学校におきましては、総合的な学習の時間に、「地元を知る教

育」に関わる課題を自ら設定しまして、その学習を進めておりま

す。 

一例としまして、資料の 8ページに田老第一中学校の「学校だ

より」を添付しております。ここには、同校の宿泊研修における

地元を知ってもらう学習、地元での職場訪問学習、森林感謝祭に

取り組んだ生徒の学習を載せております。 

 中学校では、地域産業や郷土の災害の歴史を知り、地域の復興

を目指す意識の向上、復興に向けた自己の生き方について考えさ

せること、地域の防災や災害時に積み重ねてきた経験を知り、他

校との交流学習の中で学んできたことを発信する学習を行って

おります。 

課題としましては、3点挙げさせていただきました。 

1 つ目として、地元を知る教育を充実させていくためには、こ

の教育に関わる地域の人材確保と連携が必要と考えております。 

2 つ目は、授業する側の教職員の宮古に対する理解を深めてい

くことが必要と考えております。 

3 つ目ですが、児童生徒が地元の歴史や産業を深く理解するこ

とを通して、地元を愛し、誇りに思う気持ちをさらに高めていか

なければならないと捉えております。 
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次 第 発言者 内    容 

4 

協議事項 

(1)「地元を知

る教育につい

て」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山本市長  はい、ありがとうございます。 

 それでは、ただ今の説明を基本として、皆さまがどのよう

にお考えになるかでございます。 

 それでは荒谷委員さんから、ご意見等お願いします。 

荒谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい。今、学校教育課長さんが説明をした通りで、あまり

広がりはないような気がするのですけれども、考えてきたこ

とをお話したいと思います。 

まず、やっぱり大事なことは、人との関わりだと思います。

学校では、子ども同士であったり、担任の先生と子どもたち

との関わりだと思いますし、地域に出れば地域の人たちとの

関わりになると思います。 

こういった人と人との信頼関係が、第一なのだろうなと思

います。 

それから、小学校 3・4年生の社会科副読本ですけれども、

本日いらしている皆様にぜひ見ていただきたいのですが、こ

れは日本一と言っても良いくらいの素晴らしい内容だと思い

ます。この本を使ってしっかりと指導すれば、子どもたちも

宮古が大好きになることは間違いないと思います。 

どういった点が良いかと考えたのですが、カラー写真がた

くさん載っている、それから、シンプルなイラストがあって

分かりやすい言葉で説明されているので、子どもたちは楽し

んで学ぶことができると思います。 

また、執筆している方々も、指導主事の方や、宮古市内の

各学校の先生が協力しているかと思います。地元の方もいら

っしゃって、社会科に詳しい先生のお名前もあるので、本当

に素晴らしい内容だと思います。 

小学校 5年生が学んでいる水産業、6年生の東日本大震災に

関する学習、中学生の郷土に関する学習といいようにつなが

るわけですが、ここで 1 つ課題だと思うことがあります。そ

れは、特にも初任の先生や異動してきた先生が、地域を知る

学びの場の大切さだと思います。個人レベルで学習するとい

うことも厳しいと思うので、学校単位など、方法はいろいろ

とあると思います。 

ここに書かれている課題の中にもあるように、新しい先生

たちなど宮古市を知ってもらうことが大切ではないかと思い

ます。 

それから、具体的な授業を自分自身でイメージすると、例

えば副読本の中に出てくる写真に載っている方を教室に招い

て、ゲストティーチャーとして授業をすれば、子どもたちは
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次 第 発言者 内    容 

4 

協議事項 

（1）「地元を

知る教育につ

いて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒谷委員 喜ぶのではないでしょうか。副読本に載っている方が実際に

来たとなれば、それによって子どもたちの学ぶ意欲も高まる

と思います。 

あるいは逆に、地元の方の所へ子どもたちを連れて行って、

交流させる授業も必要かと思います。 

もう 1点、4月にサケの稚魚放流会があります。何度か行っ

たことがありますが、幼稚園や保育所の子どもたちも来てい

ます。小学校に入る前の子どもたちも一緒に放流をして、「サ

ケさん、行ってらっしゃい」という言葉を聞くと、小さい時

からこのような行事に参加させるということも、地域を知る

教育につながっていくのだろうと感じています。 

子どもたちの目、頭、心を鍛えながら地元を見つめさせて

いくというような思考が大切だと思います。 

山本市長 ありがとうございます。 

それでは、橋本教育委員さんいかがでしょうか。 

橋本委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はい。先ほど、荒谷委員さんからもお話があったように、社会

科副読本「わたしたちの宮古」は、よくまとめられていて、文字

が大きくてとても読みやすかったです。きっと、この本は子ども

たちだけではなく、高齢者の方にも喜んでいただけるのではない

かと思っています。 

 この本を活用して、様々な体験ができるということは、地域に

対して興味を持つということと、考える力が養われることを期待

したいと思います。 

 この本の中に、「まちの昔を探そう」、伝承について取り上げて

いるところがあるのですが、郷土料理については取り上げられて

いなかったように思いますので、郷土の食についても扱ってみて

はどうかなと思いました。 

 最近、ちょっと残念なことがありました。皆さんも召し上がっ

たことがあると思いますが、漬物のごぼう巻きを店頭で見ること

がなくなったと思いまして、先日市場で聞いたところ、現在作っ

ている方が 2人しかいないということでした。私は大好きで、店

頭に並ぶと、とうとう冬だなと感じながらいただいていました。 

 郷土料理や伝統的な食について、見つめ直すことも必要だと感

じています。私がレシピを調べて作るというところまではさすが

に難しいですが、なくなっていくことの寂しさを感じていまし

た。 

 課題についてですが、教職員における地元理解の推進という点

について、教えてくださる先生たちに、私たちの宮古を熟知して

いただければ、それに越したことはないのですけれども、赴任し
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次 第 発言者 内    容 

4 

協議事項 

（1）「地元を

知る教育につ

いて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋本委員 たばかりの先生などは、「先生も宮古について知らないことばか

りだから、みんなも一緒に学ぼうよ」、「みんなが知っていること

はどんどん先生に教えてちょうだいね」というスタンスでも良い

のかなと思います。 

 一方的に教えるだけではなく、生徒からも教えてもらうことが

できる場であってほしいなと思います。 

 それから、「児童生徒の、地元を愛し、誇りに思う気持ちを高

めること」についてです。長い目で見たときに、将来の宮古市に

大きく影響を及ぼす部分ですけれども、なかなか一筋縄ではいか

ない重い課題だなと思っていました。うまくお話ができそうにな

いのですが、「就職でも大学でも、地元に戻ってきて、自分が培

った技術や知識を地元のために活かしてください。みんな、帰っ

てきてね」という切なる思いがこの文章に表れているなと思いま

した。 

 私なりに、宮古に対する思いや誇りをどのように思っているの

かを考えたときに、地産地消がとても素晴らしいことだと思った

のですが、今の生活を維持するという段階ではなく、生きるとい

うことだけを考えました。そのときに、自然があふれていて、自

給自足ができるまちではないかと思いました。例えば、東京であ

れば、お米はない、魚は獲れない、野菜も作れないので、おそら

く生きるという段階で考えれば、生きてはいけないのだろうと思

いました。ですが、宮古であれば、自給自足ができる素晴らしい

場所だなと思いました。 

 「誇り」を子どもたちにどのように伝え、育ませていくのか、

やはり難しい課題だなと思いました。 

山本市長  はい、ありがとうございます。 

それでは、平井委員さんご意見をどうぞ。 

平井委員 

 

 

 

 

 私も、副読本を拝見しまして、荒谷委員さん、橋本委員さんが

おっしゃるように、とてもよく出来ています。 

 私は、勉強のことについてというよりは、地元を愛し、誇りに

思う気持ちを高めることについて申し上げます。 

 宮古市で何が好きかと言われると、海、山、川がずっと好きで

す。東京にも住んでいましたし、宮古に帰ってくる前には、毎年

一人で島に行って散策していました。そこで思ったのは、地元の

海がきれいであったし、地元のよく遊んだ川が一番好きだったと

いうことでした。 

 今は、防潮堤ができて、海で遊ぶな、山も危険だから遊ぶな、

かといって、子どもたちはゲームばかりしています。例えば、ノ

ールールでたき火をしても良い、物を使って遊んでも良いという

ような遊び場も必要なのではないかと思います。 
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次 第 発言者 内    容 

4 

協議事項 

（1）「地元を

知る教育につ

いて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山本市長 ありがとうございます。 

それでは、杉本委員さんどうぞ。 

杉本委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はい。地元を知る教育ということで、課題に挙げられている、

人材の確保とその連携についてです。 

 実際に、私も宮古第一中学校のPTAをやらせていただきながら、

やはり地元の仕事に深く関わった生徒たちは、一回りも二回りも

大きくなっていて、とても良い経験をさせているなと思いながら

見てさせていただいておりました。 

 それで、例えば地域の人材の確保が困難なのであれば、宮古商

工会議所には、かなりの企業数が在籍しておりますので、そちら

との連携を進めていくことが出来れば良いのではないかと思っ

ておりました。 

 また、教職員における地元理解の推進についてということです

が、なかなか難しい課題であり、新しく赴任された先生方に、よ

り宮古を知ってもらうことが必要なのかもしれません。しかし、

そのことが先生たちの負担になってしまってはいけないと思い

ます。なので、生徒たちと一緒になって宮古を知ることができる

環境が一番良いではないかと思います。 

 最後に、児童生徒の、地元を愛し、誇りに思う気持ちを高める

ことですけれども、地元を愛せない、誇りに思えない気持ちとい

うのはどこにあるのかなと思います。逆に、その部分を探るよう

なことも必要になってくるのではないかと思います。 

 おそらく、色々なものが足りないなどといった意見が出てくる

かと思いますが、そういったものを補っていくことも我々の役割

ではないかなと思います。 

 地元を愛し、誇りに思える気持ちが芽生えるような環境づくり

をしていくことが必要だと思います。 

山本市長 ありがとうございます。 

では、伊藤教育長お願いします。 

伊藤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんが話題にしている、社会科副読本「わたしたちの宮古」

ですけれども、これは 3年から 4年に 1回のペースで変わってい

ます。次回は、平成 32年に改訂版が出ますけれども、来年から

新しいスタッフになります。漁獲高や周りの状況など数値が変わ

ってきますので、直近の数値を入れた最新版を来年度以降に作成

したいと思っております。 

この本は、各委員さんのお話にあった通り、非常に有効で、好

評です。県内の様子を見ても、このくらいの予算をかけて、しっ

かりとした紙面にして取り組んでいる自治体は、そうそう多くな

いので、私たちの宝物としていきたいです。 
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次 第 発言者 内    容 

4 

協議事項 

（1）「地元を

知る教育につ

いて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これは、小学校 3・4年生版ですけれども、拡大的に考えてい

くことも選択肢の一つと思っております。 

 先ほどから、課題についても皆さんがおっしゃっておりまし

た。課題（1）につきましては、色々な方法がありますけれども、

市内にある小中学校 28校全てにおいて、外部から先生を招いて

様々な昔の遊びや、読み聞かせ、それから杉本委員さんがおっし

ゃった青年会議所や商工会議所などの方々も場合によっては、学

校に来ていただいたりと、協力を惜しまないスタンスです。これ

をもう少し、各学校の特徴に合わせた形で取り組んでいくことが

重要だと思っております。 

 2 つ目ですが、宮古短期大学には 100 人の新入生が入学します。

新入生を宮古短大協力会が主催し、短大と協力して、田老地区の

学ぶ防災や崎山貝塚縄文の森ミュージアム、フェリーターミナル

を、バスで回りながら案内する取り組みを行っています。これが

とても好評です。 

 同じように、宮古市が初任の先生方に対しては、宮古教育事務

所と連携して、市内を案内できるようにしています。しかし、転

勤によって初めて宮古に来た方には、そのような仕組みがないの

で、工夫していかなければならないと思っています。 

 出来る限り、先生方に宮古市を知ってもらうように、この副読

本も参考にしながら考えていきます。 

 3 点目が一番大きな課題です。 

先日、市内の中学校、高校の校長先生方との話し合いがありま

した。高校を卒業した後は、大学進学もあるだろうし、就職、専

門学校もある中で、そのあと宮古に戻ってきて宮古を支えていけ

るような人材に育てていくためには、高校として卒業時にどのよ

うな形で送り出すのか。これについても、ぜひ考えてもらいたい

と高校の校長先生にも話しました。 

また、宮古商業高校と宮古工業高校の統合が再来年に迫ってい

ますが、人材育成のためにはやはり、小・中・高の先生たちが共

通の想いを持つことが重要です。 

宮古短大の卒業生も、卒業した後、どのような進路を選択して

宮古市に関わってくるのかということも、色々な場で情報共有し

ていきたいと思います。 

それから、地元を誇りに思うということは、ただ地元を思うだ

けでは誇りにならないので、1年間 200 日の普段の学校生活です

けれども、やはり自尊感情が一番弱いです。これは高校生も一緒

です。自分が得意なものはこれだというように、自信につながる

ような感情を持てるようになるためには、もちろん先生のサポー

トも必要ですし、家族の方全員が宮古を想う気持ちが大切です。 
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次 第 発言者 内    容 

4 

協議事項 

（1）「地元を

知る教育につ

いて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤教育長 やはり、パッチワーク的なやり方では出来ることではないの

で、普段から宮古の良さや宮古の人の良いところはどこだろうか

と、学校でも家族でも話題にしていくことが大切です。 

自尊意識を高めるには時間がかかるでしょうし、永遠の課題だ

と思うので、様々な方法を考えながら、常にアプローチしていく

必要があると思います。 

3 点の課題については、私自身が出来ることを考えながら取り

組んでいきたいと思います。 

山本市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ありがとうございます。 

 委員さん方から、様々なご意見等いただきましてありがとうご

ざいます。 

 このように、素晴らしい教材もありますが、私は、全てを完璧

に覚えるようなことは必要ないと思います。宿題を残して、都会

に行ったあとに、その宿題を探しに地元に戻ってくることがあっ

ても良いと思います。 

 地元を知る教育において、子どもたちが興味を持っていること

に対して、学校だけではなく地域の方も一緒になって、「あのこ

とが知りたい」「こんなことが出来る」「こんなものがある」とい

うように、興味を持たせて、郷里を知ってもらえば良いのではな

いか考えます。 

 先ほど、佐々木学校教育課長が説明したように、学校も全てを

教えようとすると、逆に、子どもたちがマイナスな気持ちを抱く

可能性もあるので、そうならないようにしなければいけないと思

います。もう少し余裕を持って、平井委員さんがおっしゃたよう

に、火を自由に使って遊んでも良い場所や、自由に飛び込んで泳

げる川のような場所があるくらい、自然が豊かな地域だというこ

とを教えていかなければならないと思います。 

 最終的には、「森、川、海とひとが共生する安らぎのまち」と

いうところに行き着きます。ある方に、これを理解することがで

きないと言われたときには、すごくショックでした。 

 やはり宮古市は自然豊かな場所で、昔からの食べ物や遊び場が

たくさんあります。最近はそのような遊び場も少なくなっていま

すが、そのような場所は危険だと言って遊ばせないようにするの

ではなく、危険性をなくした環境を作って、その中でどんどん面

白い試みをしていけば良いと思います。 

 宮古という、自分たちが生まれ育ったところは面白い場所で、

それだけではなく、ジオパークもあって有意義な場所でもあると

いうようなことを一つでも二つでも多く子どもたちに教えてあ

げると良いと思います。 

 完璧にいかなくて良いと思います。完璧にいかなかったら、宿
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次 第 発言者 内    容 

4 

協議事項 

（1）地元を知

る教育につい

て」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山本市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

題という形で残しておけば良いんです。子どもたちが大きくなっ

てから、良さを味わいなさいと。そのときは、自分で働いて得た

お金で宿題に取り組みなさい、ということで良いと思います。 

 なので、この部分を学校教育と地域の方たちが、子どもたちに

伝えていけば良いと思います。 

 少し話はずれますが、現在、宮古 PR隊を作っています。第 2

号に認定された方が、宮古市出身の方ですけれども、この方が今

まさに、「ひゅうず」といったような色々な郷土食を研究してい

ます。現在は東京におりますが、東京でとあるお店の 1日女将を

経験されて、郷土食を使った料理を提供しました。そして、その

ような料理を食べながら、宮古市のお酒を飲むわけですよ。 

このように、郷土食に高い関心を持って取り組んでいる方もお

ります。とりとめのない話ですが、このような取り組みも併せな

がら、子どもたちに様々な食を味わわせることも大事だと思いま

す。 

地域的な食をまずは覚えさせていくことです。昔は、そういっ

たものを自然に覚えていたはずですが、今は違います。山に行っ

て転げ落ちることや、木の株に頭をぶつけるようなこともありま

したが、今では大変なことになってしまいます。 

海で泳いで遊んだことなど色々な思い出がありますが、そのよ

うなことを通して宮古の地域というものを教えていけば、子ども

たちからも自然と疑問が出てくるはずです。そのときに、地域の

方たちが教えてあげるというように取り組んでいくことが出来

れば良いと思います。 

また、学校は学校として教えることが違っても良いではないか

と思います。海のそばに住んでいる子どもたちには海のことを教

えれば良いし、山のそばに住んでいる子どもたちには山のことを

教えていけば良いと思います。なので、あまりカリキュラムに縛

られることなく、地元を知るというのはそのような教え方をして

いけば良いのではないかと考えます。 

そのあたりをもう少し柔軟に考えて、この副読本も宮古のどの

場所でも教えられるように網羅して作成すべきです。その中で、

ピンポイントで教えたい地域があれば、それについてはその地域

の方や学校ごとで教えていければ良いと思います。 

伊藤教育長 

 

 

 

 

 

市長がおっしゃる通り、教科で教えるということですね。教科

書は一字一句間違いなく入れ込むということはやっていないの

で、それを補足してより深く学ぶために副読本があります。 

各教科の副読本の使い方は、担任の先生方も事前に研修を受け

るなど、学校独自で濃く教える部分とそうではない部分とで、か

なり濃淡があります。 
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次 第 発言者 内    容 

4 

協議事項 

（1）「地元を

知る教育につ

いて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重茂小学校では、新聞にも載りましたが新巻鮭づくり。親と子

どもたちが一緒になって作りました。川井小学校では、様々な伝

承活動を行っていますし、新里地区でも行っています。そこにつ

いては、先輩たちが伝統ある歴史の中で培ってきた特色ある地域

性が非常に尊重されています。 

それから、かつて花輪小学校では田植えからコメ作りまで教え

ていましたが、こういった作業は子どもたちだけでは出来ませ

ん。保護者の協力もあって行っていましたが、共働きという状況

もあって、かなり厳しくなってきたというのが実態です。ですか

らそこは、柔軟に変えましょうと。計画に縛られるのではなくて、

柔軟に対応すべきです。これは、独自の地域性もあるので、もち

ろんカリキュラムの中の指導要領に基づいて教えますが、そこに

柔軟性が必要です。 

やはり市長がおっしゃる通り、そのような意識づけで校長会議

等でも学校ごとの独自性を出して地域と連携することが重要だ

と伝えています。 

家庭の協力だけでは、なかなか出来ません。また、地域でおい

でになる方の中にはご高齢の方もいらっしゃるので、柔軟な計画

作りを行っていくべきです。 

これも、私たちが地域を知るという意味でも大切なことですの

で、やはり柔軟な対応をしていかなければならないと思います。 

山本市長 今の教育長のお話の中で、考えていかなければならないと思っ

たのが、閉伊川を使った遊びが何か出来ないものかと思いまし

た。川を使った遊びや、海でも安全を確保したうえで、海遊びや

磯遊びのようなことをしていけば良いのではないかと思ってい

ます。ただ、教える側の人間がいないとダメです。 

以前は、親も一緒に泊まりがけのキャンプに行って、子どもた

ちに好きなように遊ばせて、周りで親や地域の方が見守ってあげ

るようなことをやっていました。そうすれば、たき火をしても見

ていてあげれば良いのです。 

安全は確保しながら、宮古のような地域でなければ出来ないこ

とをやらせた方が良いですね。そしてなるべく、家に帰ったらバ

タンとすぐ寝て、ゲームなんかしないようにしたら良いと思いま

す。 

橋本委員 

 

 

 

 

 

内陸だとみんなスキーができると思われるように、宮古は沿岸

なのでみんな泳げると思われるようですが、子どもたちを見ると

泳げない子がたくさんいます。海で泳いだことがない子もいま

す。スイミングスクールで体を鍛えるために泳いでいて、ある程

度泳げる子はいますが、スイミングスクールにも行っていない子

どもは、小学校の体育の授業での水泳で平泳ぎやクロールの息継
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次 第 発言者 内    容 

4 

協議事項 

（1）「地元を

知る教育につ

いて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋本委員 ぎができないまま、プールがない中学校に入ってしまえば、その

まま高校に入ることになるので、高校に入ってからびっくりされ

る子が多いみたいです。 

やはり、水に慣れることや、市長がおっしゃったように地域的

にも海のそばなので、海遊びをさせることも必要ではないかと思

います。 

私が子どもの頃は、あちこちで毎週のように泳ぎに行っていた

ようなことを思い出しました。 

山本市長 ただ、そのためには、周りの力や社会の力が必要なので、やは

りその部分をどうしていくのかを考えていかなければならない

と思います。 

地元を知るというのは、学校だけでは限界があるので、その限

界を破って教育をしていくということが大切なのではないかと

思います。 

このあたりでよろしいですか。課長さんたちもよろしいです

か。 

【発言なし】 

もし、オブザーバーの方で、何か話したいという方はいらっし

ゃいますか。傍聴に来ていただいている校長先生方はいかがです

か。 

【発言なし】 

 はい。 

 色々お話してきましたけれども、私は、地元を知る教育がこれ

だというものはないと思います。やはり、皆で工夫しながら子ど

もたちあるいは大人に対して働きかける必要があると思います。 

 自分の住んでいる地域をよく知らないと、良いとも悪いとも言

えないと思います。 

 一つ例を挙げると、ポートセールスに行って、宮古はどのよう

な場所ですかと聞かれたときに、何も言えないようではダメです

よね。すらすらと言えるようでないと。 

 宮古に帰ってきたときに、面白いことがあると感じてもらうこ

とができれば、若い人も戻ってくるきっかけになると思います。 

 このように考えながら、地元を知る教育について進めて参りま

しょう。よろしくお願いします。 

 

 それでは、次の協議事項に移らせていただきます。 

 （2）保健福祉部と教育委員会との連携（幼・保・小の連携）

について、事務局から説明をお願いします。 
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次 第 発言者 内    容 

4 

協議事項 

（2）「保健福

祉部と教育委

員会との連携

（幼・保・小

の連携）につ

いて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐々木学校教

育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「保健福祉部と教育委員会との連携」ということで、特に幼稚

園、保育所、こども園、小学校との連携について説明させていた

だきます。 

保健福祉部と教育委員会は、できる限り早い段階から協力・連

携をしております。小学校への就学については、特にも特別な支

援を必要とする幼児等の就学をスムーズに進めていくために連

携をしております。 

資料の 1ページには、どのような連携をしているのか、具体的

な事業を挙げましたが、次ページ以降に、さらに具体的な資料を

載せておりますので、そちらを使って説明いたします。 

まず、このような連携を通して、小学校へ入るとどのようなこ

とがあるのかを保護者の方に知ってもらうため、幼稚園や保育所

などの年長の保護者あてに、「入学の 1年前からガイドブック」

を配布しまして、小学校就学に関わる相談のきっかけ作りとして

利用していただいております。 

資料の 6ページから 9ページには、同リーフレットを拡大した

ものを載せてありますので、ご覧いただきたいと思います。 

入学の 1年前から、小学校の就学に関わっての周知を図ること

を目的に連携しています。 

次に、資料の 10 ページ、11 ページをご覧ください。一人一人

の子どもの状態に応じた支援と相談についても連携を行ってい

ます。その相談に関わるリーフレットを載せております。このよ

うな連携を通して、相談をしやすくするよう努めております。 

次に、12ページ、13 ページをご覧ください。特別な支援を要

する幼児等については、幼稚園や保育園等、就学前の様子や関わ

りの情報を、就学先の小学校により深く理解してもらうためのシ

ートである「PASS（パス）」を作成しておりまして、教育支援委

員会に諮問するための資料として活用しております。 

具体的には、保護者に承諾していただいたうえで、このシート

に子ども（本人）のプロフィール、保護者の希望、そして地域で

の様子などを詳しく記述しております。 

このシートは、国でも作成と活用を求めている、個別の教育支

援計画というものでもあり、岩手県内の各自治体からも、ぜひ参

考にしたいということで連絡をいただいております。 

このようなシートやリーフレットの作成を通して、保健福祉部

と教育委員会として、幼稚園、保育所、こども園から小学校への

接続をスムーズに進めていくための手立てとして講じておりま

す。 

資料の 4ページに戻っていただきたいのですが、このページに

は、接続をスムーズにするために幼稚園や小学校がすべきことと
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次 第 発言者 内    容 

4 

協議事項 

（2）「保健福

祉部と教育委

員会との連携

（幼・保・小

の連携）につ

いて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐々木学校教

育課長 

して、幼稚園教育要領から抜粋したもの等を載せております。 

具体的には、障がいのある幼児や児童を含めた交流の積極的な

実施と、幼児教育から小学校教育への接続部分において、学習内

容等を工夫することを進めていくことなどが記述されておりま

す。 

資料の 2ページに戻っていただきます。各幼稚園等では、小学

校への就学をスムーズに進めるために、交流学習を積極的に進め

ております。 

課題としましては、昨年度まで教育委員会に所属していた、子

ども発達支援センターが本年度から保健福祉部こども課へ移り

ました。ただ、9月まで新里総合事務所内の同じフロアだったこ

ともあり、現在もスムーズな連携が図られております。 

今後、多様なニーズに対応していくためにも、この連携を維持

するとともに、さらに深めていく必要があると思っております。 

また、幼稚園等や各学校におきましては、学区が多岐にわたる

こともありますので、情報共有の場の設定と時間の確保が難しい

との声が上がっております。 

PASS（パス）などの資料を基に、全ての幼児についての情報共

有が確実に図られる体制を構築していきたいと考えております。 

また、資料の 4ページにも記載しておりますが、幼稚園から小

学校への接続部分に関して小学校が作成する、スタートカリキュ

ラムと呼ばれているものについて、幼稚園、保育所等と小学校の

教員との連携を深めながら理解を深めていく必要があると考え

ております。 

最後になりますが、今後教育委員会として課題に対応していく

事業の一つとしまして、スタートカリキュラムの理解促進を図る

ために、みやこ幼・保・小ネットワーク事業により取り組んでき

た成果を 1月 10 日の教育研究所発表会にて披露いたします。 

山本市長 ありがとうございます。 

こども課からの立場としての説明もお願いします。 

伊藤こども課

長 

 

 

 

 

 

 

こども課としましても、ただ今学校教育課から説明があったよ

うに、小学校へのスムーズな進学が出来るように連携をとりなが

ら進めております。 

その中でも、アプローチカリキュラムに関しましては、岩手県

内で先進地となっております。各市町村からも様々なお問い合わ

せもいただいております。現在は、県内 14 市のうち、7市におい

てアプローチカリキュラムを作成しております。 

このような取り組みの中で、やはり小学校 1年生の壁というも

のはございますので、これからも教育委員会と連携を深めながら

進めていきたいと思います。 
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次 第 発言者 内    容 

4 

協議事項 

（2）「保健福

祉部と教育委

員会との連携

（幼・保・小

の連携）につ

いて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山本市長 医療や健康という部分についてはどうなっていますか。 

中嶋保健福祉

部長 

 

 

 

 

その部分につきましては、研究段階の提案事業ということで、

それに関するデータを集約し、提供していくという体制をとって

います。直接学校への提供はないのですが、データを集約し、活

かしていくという取り組みを今年度から始めておりますので、そ

の提供方法において、どのような工夫ができるのか検討している

段階です。 

山本市長 PASS（パス）というシートは、全ての子ども分あるのですか。 

佐々木学校教

育課長 

特別な支援を要する可能性のある子どものみについて、保護者

の承諾を得て作成しているものでございます。 

山本市長 子どもたち全員ではないということですね。全員分作成しては

どうでしょう。 

岡崎さん、どうぞ。 

岡崎こども発

達支援センタ

ー所長 

 まず、幼稚園や保育所から小学校に就学する際には、幼稚園で

あれば指導要録、保育所であれば保育要録というものがございま

して、全員分作成をされているのでそれが小学校へ渡されること

になっております。ただ、それだけでは不足する部分が必ずあり

ますので、保護者の承諾を得て、その子に対して、今までどうい

った支援を行ってきて、その結果どうだったのかを詳しくまとめ

て文書として引き継ぐというシステムになっております。 

山本市長 PASS（パス）ではないけれども、子どもについて様々なことを

記述したものは小学校へ引き継がれるということですね。 

岡崎こども発

達支援センタ

ー所長 

 現段階でそのようなシステムがあって、それよりもより詳しい

ものになっております。 

山本市長  つまり、2段階になっているということですね。 

岡崎こども発

達支援センタ

ー所長 

そういうことです。 

山本市長  そのようなシステムがないのではなくて、2段階ですね。その

中で詳しく記述されているものを、PASS（パス）と呼んでいるの

ですね。 

PASS（パス）ではなくても、子どもの様子等を記録したものは

小学校へ引き継がれるのですね。 

岡崎こども発

達支援センタ

ー所長 

そういうことです。指導要録や保育要録という形で引き継がれ

ます。 

山本市長  ではこれらに関して、例えば希望や意見が教育委員の方からあ

れば、ぜひ伺いたいと思いますので、今度は逆回りでいきましょ

う。杉本委員からお願いいたします。 
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次 第 発言者 内    容 
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協議事項 

（2）「保健福

祉部と教育委

員会との連携

（幼・保・小

の連携）につ

いて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉本委員  はい。正直、私も勉強不足でして、今回このような仕組みがあ

ることを初めて知りました。 

 この仕組みは、非常に良いものだと感じました。様々な課題も

あるのですが、私には少し難しい話でありまして、これからさら

に勉強していかなければと思いました。 

 デリケートな部分の情報を扱っていかなければならないので、

非常に神経を使っているのだろうと感じました。これからもさら

に良い事業になっていくように、協力していけたらと思っており

ました。 

山本市長  続いて、平井委員お願いします。 

平井委員  はい。私の子どもたちの出身幼稚園では、以前から多様な子ど

もたちの受け入れを行っていて、みんな一緒のクラスなので、小

学校に入学した際に、多様な行動をする子どもがいても、その幼

稚園出身の子どもたちはあまり動揺することがないです。全く平

気みたいです。他の子どもたちは、そわそわしていても、その幼

稚園出身の子どもたちだけは大丈夫なのです。 

 小さい頃から接していれば、全く偏見もないです。 

 ですから、交流というのは本当に大切だと思います。大人の方

が偏見を持ちやすいので。小さい時から行うべきだと思います。 

山本市長 

 

 

 はい、ありがとうございます。 

少し難しい話になってしまいましたね。 

では、橋本委員お願いいたします。 

橋本委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はい。幼・保・小の連携についてということで、とても丁寧に

取り組んでおられると思いました。 

 PASS（パス）についても、保護者や子どもたちに対して、時に

は立ち入った話になってしまって色々なご苦労があるかと思い

ますが、これまで以上に継続的に実施してほしいと思います。 

 課題について、支援を受けていた子どもを持つ方々に話を聞く

ことができました。話を聞いた感想としては、つらい思いを子ど

もも保護者もたくさんしているということと、先生との相性が悪

いと子どもが落ち着かなくなってしまうなど、様々なことをおっ

しゃっていました。 

 保護者も行政も相互の立場や言い分があると思いますが、納得

がいくまで保護者と話し合い、できるだけ保護者に寄り添った形

にしてほしいと思います。 

 何度か市内でも、そういった支援を受けてきた子どもたちが働

いているところを見ることがありますが、先生や保護者、行政の

方たちが頑張ってきてくれたおかげで、就職をして仕事をしてい

ると思うと、これからも頑張ってねという応援する気持ちと安堵

の気持ちでいっぱいになります。イーストピアみやこの軽食コー
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協議事項 
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祉部と教育委

員会との連携

（幼・保・小

の連携）につ

いて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋本委員 ナーでもそういった人たちが働いていますけれども、昨日その姿

を見て思わず声をかけそうになりましたが、一生懸命働いている

ので温かく見守りました。 

 長い道のりではありますが、先ほど平井委員さんがおっしゃっ

たように、学校を卒業して就職してもまたその先があると思うの

で、小さい頃から見守ってあげることが大切なのかなと思いま

す。 

山本市長  難しい話になってしまっていて、申し訳ないです。 

 荒谷委員、お願いいたします。 

荒谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私は、特別支援教育が教育の原点だと思っています。 

 昭和 54年に教員に採用になったのですが、初任校が現在の恵

風支援学校でした。そこで 4年間、自閉症の子どもたちなどハン

デがある子どもたちと一緒に学ばせていただきました。 

 当時から、崎山小学校とはまゆり養護学校では交流学習をして

いましたが、崎山小学校の子どもたちは、障がいを持っている子

どもたちとあまり手をつなぎませんでした。崎山小学校の子ども

たちに偏見のようなものがあって、交流も形だけという様子でし

た。その頃、どうすれば交流が上手くいくのかをみんなで考えて

研究したという思い出があります。 

 それから 20年経って、崎山小学校に教頭として赴任したとき

には交流がスムーズになっていました。全然違和感がなく、崎山

小学校の子どもたちもはまゆり養護学校の子どもたちも、仲良く

していました。それから、文部科学省指定の人権教育を進めて高

い評価を得たということも覚えています。 

 なので、スムーズにいくまでに 20 年かかったなと思っていま

す。その間の、保護者や教職員の方たちの目に見えない努力が実

を結んだと感じました。 

 現在、良い形で交流が進んでいるので、これは評価すべきとこ

ろだなと思っています。 

 私の経験からの話ですが、やはり子どもたちは早期発見、早期

治療ということで、早く子どもの特徴を見つけて、全職員で共通

理解をして、保護者と足並みを揃えることがすごく難しかった気

がします。保護者が理解を示しても、その後ろにおじいさんやお

ばあさんがいるわけです。その方たちに理解をいただくことが難

しかったです。「自分の孫は外には出さない」ということを言わ

れたこともあります。 

 でも今は、それほどでもないように思いますが、障がいを持つ

子どもさんのお父さんとお母さんに寄り添っていかなければな

らないと思います。 

 このような点からも、PASS（パス）は重要なもので個人情報も
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協議事項 

（2）「保健福

祉部と教育委

員会との連携

（幼・保・小

の連携）につ

いて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒谷委員 載っているので慎重に扱っていかなければならないと思います。

例えば、こだわり行動という項目は、自閉症の可能性がある子ど

もによく見られることなので、すごく重要です。 

 やはり、PASS（パス）を上手く活用すれば、小学校に就学する

前の準備にとても役立つものだと思います。 

 ある子どもさんの話ですが、小さいときに医者から自閉症と診

断されました。その子どもは中学生になりましたが、ごく普通に

生活しています。お母さんは、子育てにすごく努力して、学校の

先生や保護者とも喧嘩したけれども、とにかく子どもをしっかり

と育てたかったということです。 

 でもやはり、学校では大変だったと思います。 

 そのような事例もありますので、子ども一人一人の個性を生か

しながら育てていかなければならないと思います。改めて、特別

支援教育というものは、教育の原点だと感じさせる言葉です。 

山本市長  伊藤教育長、お願いいたします。 

伊藤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 委員さん方から様々な意見が出ましたけれども、私も昭和 50

年から教員として勤めておりました。荒谷委員さんがおっしゃっ

たように、昭和 50年代の環境は、障がいを持つ方には厳しいも

のでした。厚生労働省も文言を変化させていって、特殊学級とい

う言葉から特別支援学級という言葉に変わったように、時代背景

がどんどん変化しています。 

 近年は、皆さんご存知のとおり、パラリンピックが非常に注目

を浴びています。障がいの有無に関わらず、共生していく社会に

なってきました。また、市役所などの建物も、ユニバーサルデザ

インとなり、人にも環境にも優しいものづくりが主流になってい

ます。 

 障がいを持った方も自分自身から発信するようになってきた

ので、昭和時代とかなり変わったと思います。 

 このような時代背景を意識する必要があると思います。 

PASS（パス）は、岩手県内にも非常に自慢できるものですが、

個人情報なので取扱いは非常に注意が必要です。 

子ども自身が自分自身の障がいを理解し、保護者の方にもしっ

かりと見つめていただいて、どのように自立できるのかというこ

とを後押しする意味で一番の支えになると思います。なので、情

報は正確に捉えることが大切です。 

また、子どもたちに対していじめ調査をしますと、障がいを持

った子どもを非常に尊重するという環境になっています。 

具体的には、崎山小学校と崎山中学校、恵風支援学校の交流事

業が非常に良好です。モデル校として取り組んでいるこの実践事

業は、福祉教育の根幹となるもので非常に自慢できるものです。
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祉部と教育委
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（幼・保・小

の連携）につ

いて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他校でも、小学校と中学校の連携の中で、支援が必要な子どもに

対しては、宮古市では現在 40名近い支援員が配置されています。 

先ほど平井委員さんがおっしゃったように、障がいを持つ子ど

もさんと触れ合ってきた子どもたちは、差別などということはし

ないです。 

現在の市の福祉教育は、保健福祉部と連携して取り組めてい

て、非常に良い方向に進んでいると思っています。これからは、

子ども課が新設されたこともあるので、医療、福祉の分野とさら

に連携を深めていくことが重要です。 

宮古市教育委員会には、指導主事の先生方が 4名いて、特別支

援教育についても全員がしっかりと理解していますので、子ども

課とたくさんの接点を持ちながら現場で様々な取り組みを行っ

ています。これは政策の中でも、非常に大きな位置づけだと思い

ます。 

発達障がいを持つ子どもたちにも様々な事例があります。以前

までは、自閉症と発達障がいというような区切りがありました

が、今は専門の先生方にしっかりと診ていただいて、気持ちが落

ち着かないなどといった症状がある子どもには、診断名を付けて

薬を処方していただいています。市の小児科医の先生方の対応も

非常に上手く進んでいますので、やはり今まで以上に医療や福祉

との連携、学校も含めて、全体的な連携を図っていく必要がある

と思います。 

ご家族の方が一番大変だと思いますので、その方たちも含めて

一緒になって、どのような方向に進めていくのかを話し合う場は

常に必要です。 

学校現場にとっても、障がいのある子どもさんと、やはり一緒

になって教育していくということはどこの学校でも同じだと思

います。 

宮古市は福祉分野において、非常に誇りが持てると思います。 

先日、視察した北上市も福祉分野が非常に素晴らしかったで

す。 

宮古市では、年間を通して特別支援に関わる会議に名前が挙が

る子どもたちが、約 200 名います。現在、小中学生は全体で約 3600

名です。個別の事例がたくさんあります。 

学校だけでも家庭訪問はできませんし、保健福祉部だけでもで

きないと思うので、やはり今まで以上に連携を密にしていかなけ

ればならないという思いを強く持っています。 

山本市長 

 

 

ありがとうございました。 

子どもたちに対して、健康面、教育面など様々な視点から捉え

る必要があります。子どもたちにとって、この時期は非常に大切
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5 

 その他 

 

 

山本市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山本市長 

 

 

 

だという意識を持って子ども課を新設しました。すでに設置され

ている市もたくさんありました。佐藤副市長と相談しながら、教

育委員会に設置した方が良いのか、保健福祉部に設置したほうが

良いのか、かなり検討を重ねました。 

 これまでは、健康という視点が入っていなかったのです。この

部分については未だに健康課で所管しているので、いずれは健康

という部分も子ども課の中に入れたいという思いがあります。そ

うすると、子どもの成長に対して、丸ごとみんなで応援する形が

できます。 

様々な家庭がある中で、家庭だけで子どもたちを育てられる時

代ではないです。宮古市全体で、みんなで育ててあげようと思い

ます。将来的なことを考えて、教育委員会と全面的に連携するこ

とが大切です。 

 校長先生方がいらしているので、少し言いにくいのですが、学

校社会は少し閉鎖的なのかなと思います。教育委員会の職員が訪

れることには抵抗を示さないのですが、教育委員会以外の部署が

訪れるためには、かなりハードルが高いです。なので、教育委員

会が力を入れて、学校との間を上手くつないでいきたいと思いま

す。校長先生方の中には、そんなことはないというような顔をさ

れている方もおりますが、そのように捉えられがちなので、子ど

もたちの健康、成長、教育など全ての面から、市が取り組んでい

きたいと思っています。 

 現在取り組んでいるように、子ども課が中心になりながら PASS

（パス）も作成しましたし、支援が必要な子どもたちにはしっか

りとした支援ができる体制がしっかりと整っていますので、そこ

にやはり健康面の分野を取り入れて、健康的な子どもを育ててい

くことができるようにしていきたいと思います。 

 そして、地元を知る教育も進めていきながら、子どもたちも頑

張っていますので、私もぜひ応援していきたいと思っています。 

 教育委員会と保健福祉部が一緒になって、頑張っていきましょ

う。よろしくお願いします。 

  

 

 

 

 

少し「その他」ということでお話ししたいと思います。 

 市の教育については、教育委員会事務局が主体となって事業な

どは行いますが、教育に関する施策やその方向性はこの場で決ま

ります。このことを分かっていないと感じています。この点につ
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山本市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いては、ぜひ教育委員の方々にもご理解いただきたいと思いま

す。 

 事務局は事務的な手助けをする役目なので、施策などを決める

のは教育委員さん方です。教育長を中心として、教育委員の方々

がこの場で物事を決めて、様々な取り組みを行ってほしいと思い

ます。子どもの教育や生涯学習、文化的な事業も含めて教育委員

さん方が決めるということを、もう一度理解していただきたいと

思っています。 

 教育振興基金は、私が教育委員を務めていた時、色々なことを

やりたいと思ったのですが、自分たちがやりたい施策に対して、

財源がしっかりとしていなかったのです。なので、例えば行いた

い事業があれば、市長部局に相談をして財源について、判断して

いました。そして、私が市長に就任したときに、教育委員会の中

で、1年間を通して、取り組みたい施策のために一定の金額を持

たせるということで積み立てさせていただきました。 

最初の頃は、「四つ葉の学校」といって新里地区の 4つの小学

校の子どもたちを、1週間に何度か集めて色々な教育をしました。

そのように、4つの小学校が 1つの小学校のような形で運営する

ようなことを行っていました。この事業は、文部科学省から認め

られて、2年間補助を受けることが出来ました。 

今でも残っている事業は、JHS パワーアップ事業です。規模が

小さい中学校や指導者が不在の中学校の子どもたちを集めて、ク

ラブ活動を始めようということでスタートしたものです。 

あともう 1つは、ニュートンスクールです。その頃は、算数と

理科が弱かったので、実験を行いながら楽しく学ぼうということ

で始めました。 

この 3つの事業を、「新しい宮古の教育プラン」の中で取り組

みました。何か取り組みをしたいと思ったときのために、教育振

興基金を積み立ててありますので、教育委員さん方に活用してい

ただきたいと思います。 

しっかりと財源が用意されていて、教育委員会の中で様々な取

り組みができますので、ぜひとも積極的に関わっていってほしい

と思います。例えば、川遊びをさせたいと思えばできますので、

しっかりと教育長を中心に教育委員さん方も含めて、決めていっ

てほしいと思います。よろしくお願いします。 

何か意見等ございますか。取り組んでみたい事業等でもかまい

ません。 

【意見等なし】 

もう一度、皆さんに教育委員とはという内容のものを配布して

みてはいかがでしょうか。 
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山本市長 財源も用意してありますので、ぜひご活用ください。 

事務局は事務作業を行うためにおりますので、事務局が決める

ような状態ではダメです。教育委員の皆様が決めていかなければ

なりません。ぜひ、よろしくお願いします。 

教育委員の皆様から何かございませんか。 

はい、平井委員お願いします。 

平井委員  ラグビーワールドカップが近いです。校長先生方もいらしてい

るので、タグラグビーを小中学校で普及していただきたいです。 

山本市長  タグラグビーとはどのようなものですか。 

平井委員 

 

 タグラグビーは、タックルがないラグビーで、2本のタグを腰

に巻いて、そのタグを取ることがタックルの代わりになります。

ルールはノックオン、スローフォワード、オフサイドの 3つだけ

ですけれども、ルールをより簡略化すればより目が向けられるの

ではないかと思います。 

山本市長  事務局に提案して、ぜひ取り組んでいただくべきだと思いま

す。 

 機運を高めるためにも、末広町などを利用して、最近、話題に

なっている「ストリートラグビー」を警察署などとも連携して取

り組んでみることも必要だと思います。 

伊藤教育長  先日、市長を会長にしてラグビーの「スクラムミーティング」

も設立されて、これから機運を高めていくには絶好のタイミング

ですので、釜石市で実践されている取り組みなどを参考にしなが

ら検討してみたいと思います。 

山本市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちの教育について議論していますが、もちろん文化的

な分野もありますので、よろしくお願いします。 

 現在、落語協会との間で、宮古で落語を開催しましょうという

ことで話し合いを進めていて、どこかの学校をモデルにして、そ

の学校に落語家の方が訪問して落語を教えるというようなこと

を考えております。 

 校長先生方に手を挙げていただければ、そのような取り組みも

可能だと思います。 

 宮古市から落語家が生まれたらいいなと思っています。また、

音楽家やオーケストラも招待したいです。 

 やはり、子どもたちに多様な経験をさせてあげるということも

私たちの役割だと思います。都会のように大きな建物を建てると

いうようなことはできなくても、オーケストラや落語を観る機会

や、スポーツの分野でも運動公園があるので、ラグビーや色々な

競技を経験できる機会も作ってあげられると思います。 

 どんどん色々な取り組みを行っていってほしいと思います。期

待しておりますので、よろしくお願いします。 
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山本市長  それでは、本日の 2つのテーマは難しいものではありましたけ

れども、これからも教育委員会だけではなく、保健福祉部などと

連携を深めていきながら、様々な取り組みを行っていきたいと思

いますので、どうぞよろしくお願いします。 

 それでは、事務局にお返しします。 

大森教育部長  以上をもちまして、平成 30年度第 1回総合教育委会議を閉じ

させて頂きます。長時間にわたり、大変お疲れ様でございました。 

 


